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勝
北
町
は
、
岡
山
県
の
北
部
に
位
置
す

る
、
日
本
原
高
原
・
那
岐
連
山
な
ど
、
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
町
で
す
。

　
平
成
十
年
四
月
に
文
化
セ
ン
タ
ー
・
図

書
館
・
公
民
館
を
新
設
、
愛
称
を
『
ハ
ー

ト
ピ
ア
勝
北
』
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
図
書
館
は
公
民
館
と
の
複
合
施
設
で

建
物
の
一
階
に
位
置
し
、
南
全
面
の
大
き

な
窓
か
ら
自
然
の
光
が
差
し
込
む
、
明
る

い
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
館
内
に
入
っ
て
す
ぐ
目
を
引
く
も
の

に
、
工
房
手
作
り
の
木
の
ぬ
く
も
り
の
あ

る
家
具
や
、
小
さ
な
木
の
家
（
屋
根
は
、

絵
本
の
表
紙
見
せ
が
で
き
る
棚
に
な
っ
て
い
ま

す
。
）
が
あ
り
、
子
供
た
ち
の
楽
し
め
る
ス
ペ
ー

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
図

書
、
雑
誌
（
約
八
十
誌
）
、
新
聞
（
十
誌
）
、
Ｃ

Ｄ
、
ビ
デ
オ
、
Ｌ
Ｄ
な
ど
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
『
図
書
館
こ
ど
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
開
催
し
、
子
供
か
ら
大
人

ま
で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
図
書
館
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

所
在
地
　
〒
七
〇
八
│
一
二
〇
五

　
　
　
　
勝
田
郡
勝
北
町
新
野
東
五
八
四

電
　
話
　
〇
八
六
八
│
三
六
│
八
六
二
二

蔵
書
冊
数
　
約
二
万
二
千
冊
（
Ａ
Ｖ
資
料
含
む
）

貸
出
冊
数
　
約
二
万
八
千
冊

（
町
民
一
人
当
た
り
約
三
・
六
冊
）
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利
用
者
に
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
う
え
で
、
他
の
図
書
館
の
蔵

書
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
は

今
や
不
可
欠
な
要
素
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
県
内
の
公
共
図
書
館
の
間

で
は
、
当
館
の
蔵
書
を
検
索
し
、
予
約

す
る
こ
と
ま
で
が
可
能
な
「
岡
山
県
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
館
資
料
オ
ン
ラ

イ
ン
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」
が
定
着
し

て
き
て
お
り
、
県
内
の
図
書
館
間
協
力

の
充
実
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
現
在
で
は
、
他
府
県
の
県
立

図
書
館
及
び
一
部
の
市
立
図
書
館
の
蔵

書
を
、
都
道
府
県
立
図
書
館
等
か
ら
検

索
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
国
立
国
会
図

書
館
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構

築
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
県
域
を
超
え
た

図
書
館
間
協
力
が
大
き
く
広
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
「
国
立
国
会
図
書
館
総
合
目
録

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
現
在
国
立
国
会

図
書
館
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
前
述
の
よ
う
に
都
道

府
県
立
図
書
館
と
一
部
の
市
立
図
書
館

の
蔵
書
情
報
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ち
な
み
に
平
成
十

年
十
二
月
現
在
、
デ
ー
タ
提
供
館
が
二

十
三
館
、
検
索
の
み
の
参
加
館
が
二
十

二
館
で
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
に
よ
り
、
当

館
に
お
い
て
も
、
県
内
公
共
図
書
館
以

外
の
図
書
館
と
の
間
で
貸
借
冊
数
が
大

き
く
拡
大
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
実
際
の
数
字
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
他
県
の
図
書
館
か
ら
の
借
用
冊

数
（
一
カ
月
平
均
）
で
す
が
、
十
・
九

冊
（
平
成
八
年
度
）
↓
二
十
一
・
六
冊

（
平
成
九
年
度
）
↓
二
十
六
・
二
冊
（
平

成
十
年
十
二
月
現
在
）
と
、
こ
こ
三
年

で
約
二
・
五
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
貸
出
冊
数
（
一
カ
月
平
均
）
は
、
四
・

五
冊
（
平
成
八
年
度
）
↓
三
・
五
冊
（
平

成
九
年
度
）
↓
二
十
三
・
一
冊
（
平
成

十
年
十
二
月
現
在
）
と
、
こ
ち
ら
は
約

五
倍
に
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
数
字
か
ら
、
「
国
立
国
会
図
書

館
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、
資

料
を
貸
借
す
る
上
で
い
か
に
力
を
発
揮

し
て
い
る
か
、
は
っ
き
り
と
読
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
当
館
で
は
、
平
成
九
年
八
月
か
ら
こ

の
シ
ス
テ
ム
で
の
検
索
が
可
能
に
な

り
、
ま
た
平
成
十
年
六
月
か
ら
は
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
に
当
館
の
蔵
書
情
報
を
提

供
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
、

平
成
九
年
度
を
境
に
県
外
の
図
書
館
か

ら
の
借
用
冊
数
が
大
幅
に
伸
び
る
こ
と

に
な
り
、
平
成
十
年
度
を
境
に
県
外
の

図
書
館
へ
の
貸
出
冊
数
が
大
き
く
伸
び

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。（
図
参
照
）

　
他
府
県
の
図
書
館
の
蔵
書
を
検
索
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
図

書
館
が
利
用
者
に
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
内
容
が
、
格
段
に
向
上
し
た
こ
と
は

間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
最

た
る
こ
と

は
、
書
誌

情
報
が
不

確
か
な
図

書
や
著
し

く
古
い
図

書
を
除
け

ば
、
提
供

で
き
な
い

図
書
が
ほ

と
ん
ど
な

く
な
っ
た

こ
と
で
す
。
た
と
え
発
行
部
数
の
少
な

い
図
書
で
あ
っ
て
も
、
全
国
の
図
書
館

の
蔵
書
を
検
索
し
て
み
た
ら
、
大
抵
ど

こ
か
の
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
ま
た
従
来
は
、
当
館
で
所
蔵
し
て
い

な
い
図
書
は
ほ
と
ん
ど
国
立
国
会
図
書

館
か
ら
借
用
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
国
立
国
会
図
書
館
の
図
書
は
、
当
館

の
館
内
で
閲
覧
す
る
こ
と
し
か
許
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
を
公
共
図

書
館
か
ら
借
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
利
用
が
館
内
で
の
利
用
の
み
に
制

限
さ
れ
な
い
場
合
が
多
い
、
つ
ま
り
他

県
か
ら
借
り
た
本
を
、
利
用
者
が
家
に

持
ち
帰
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

　
「
国
立
国
会
図
書
館
総
合
目
録
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
稼
働
に
よ
り
、
当
館
に

新
た
な
課
題
も
生
じ
ま
し
た
。
ま
ず
、

貸
借
冊
数
の
増
加
に
伴
う
作
業
量
の
増

加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
郵
送
に
か

か
る
費
用
の
増
大
へ
の
対
応
も
、
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
利
用
者
に
と
っ
て
大
変
有

用
な
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ

る
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
も
何

と
か
克
服
し
、
今
後
も
、「
国
立
国
会
図

書
館
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
効

果
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

「
県
域
を
超
え
た

「
県
域
を
超
え
た�

　
　
図
書
館
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ッ
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ワ
ー
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の
広
が
り
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ネ
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広
が
り
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「
県
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超
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河
本
家
の
ひ
と
び
と

　
前
回
と
り
あ
げ
た
『
備
前
孝
子
伝
』

に
は
合
計
百
五
十
八
人
の
孝
子
・
忠

臣
・
義
士
・
貞
女
が
収
録
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
う
ち
第
五
巻
に
は
、
岡
山
城

そ
う
き
ょ

下
の
「
船
着
町
灰
屋
巣
居
」
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

　
船
着
町
の
灰
屋
は
江
戸
時
代
後
期
の

岡
山
を
代
表
す
る
豪
商
河
本
家
の
こ
とりっ

で
、
特
に
巣
居
の
孫
に
あ
た
る
河
本
立

け
ん

け
い

ぎ

ど
う

軒
は
「
経
誼
堂
」
の
創
立
や
宝
物
の
収

集
家
と
し
て
知
ら
れ
た
。
松
平
定
信
が

諸
国
の
古
宝
物
を
調
査
さ
せ
て
編
集
し

し
ゅ
う
こ
じ
っ
し
ゅ

た
図
録
『
集
古
十
種
』
に
は
、
河
本
又

三
郎
が
所
蔵
す
る
藤
原
定
家
画
像
・
古

し
ょ
う
　

か
っ

こ

だ
い

鏡
・
笙
・
笛
・
蘭
陵
王
面
・
鞨
鼓
台
な

ど
計
十
八
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
河

本
家
で
は
代
々
「
又
七
郎
」
を
襲
名
し

て
お
り
、
又
三
郎
は
又
七
郎
の
誤
り
と

考
え
ら
れ
る
。
今
、
東
京
国
立
博
物
館

が

き

ぞ
う

し

に
収
蔵
さ
れ
る
「
餓
鬼
草
紙
」
（
国

宝
）
も
河
本
家
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
。

　
『
備
前
孝
子
伝
』
に
よ
る
と
、
巣
居

は
幼
く
し
て
母
と
死
別
し
、
伯
父
に
あ

た
る
河
本
一
居
の
養
子
と
な
っ
て
養
父

一
居
に
孝
養
を
尽
く
し
た
。
延
享
四
年

（
一
七
四
七
）
一
居
が
八
十
八
歳
で
没

し
た
の
ち
も
、
酒
肉
を
断
ち
、
毎
旦
養

父
の
墓
に
詣
で
て
三
年
間
喪
を
全
う
し

た
と
い
う
。
ま
た
、
豪
富
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
奢
侈
を
慎
み
、
法
度
を

厳
し
く
守
り
、
一
つ
と
し
て
古
の
風
を

た
が
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
巣
居
は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
七

十
九
歳
で
没
し
た
が
、
そ
の
親
孝
行
は

世
に
知
ら
れ
、
公
家
の
一
条
忠
良
が
巣

居
の
孝
心
を
賞
誉
し
て
「
経
誼
堂
」
の

書
（
岡
山
市
立
中
央
図
書
館
蔵
）
を
与

え
て
い
る
。
「
経
誼
堂
」
は
の
ち
河
本

家
が
開
設
し
た
文
庫
の
名
称
と
な
っ
た
。

　
河
本
家
は
巣
居
の
後
、
そ
の
子

居

て
い
は
つ

（
剃
髪
し
て
一
阿
）
が
継
ぎ
、

居
の

あ
と
は
立
軒
が
継
い
だ
。
岡
山
藩
へ
多

額
の
献
金
や
融
資
を
し
た
功
績
に
よ
っ

て
岡
山
城
下
の
惣
年
寄
役
を
勤
め
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、

居
の
時
か
ら
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
代
々
茶
を
た
し
な

み
、
学
問
を
好
み
、
書
籍
を
収
集
し
て

お
り
、
浦
上
玉
堂
の
よ
う
な
文
人
も
出

も
と

入
り
し
た
。
一
阿
の
需
め
に
応
じ
て
玉

堂
が
描
い
た
「
南
村
訪
雪
図
」
（
岡
山

県
立
博
物
館
蔵
）
が
残
る
。

　
河
本
家
が
収
集
し
た
書
籍
類
は
城
下

の
町
人
に
公
開
さ
れ
た
。
こ
れ
が
「
経

誼
堂
」(

「
経
誼
書
院
」)

で
、
図
書
館
兼

教
育
機
関
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
岡

山
藩
の
許
可
を
得
て
正

式
に
創
立
と
な
っ
た
の

は
立
軒
の
時
と
い
わ
れ

る
。
「
経
誼
堂
」
の
蔵

書
は
三
万
二
千
冊
に
及

ん
だ
と
い
わ
れ
る
が
、

江
戸
時
代
末
期
に
は
、

「
経
誼
堂
」
は
閉
鎖
さ
れ
、
蔵
書
は
換

金
の
た
め
船
二
艘
で
大
坂
へ
運
ば
れ
た

と
こ
ろ
を
土
佐
藩
主
山
内
容
堂
が
船
ご

と
買
い
取
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
経
誼
堂
」
は
『
日
本
文
庫
史
』

（
小
野
則
秋
）
や
『
岡
山
の
図
書
館
』

な
ど
図
書
館
の
歴
史
に
つ
い
て
ふ
れ
た

著
作
に
紹
介
さ
れ
る
が
、
『
近
世
岡
山

町
人
の
研
究
』
（
片
山
新
助
）
や

『
ぼ
っ
こ
う
横
町
』
（
岡
長
平
）
な
ど

が
河
本
家
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
河
本
家
旧
蔵
の
「
地
獄
草
紙
」

は
『
地
獄
草
紙
・
餓
鬼
草
紙
』
（
岩
崎

美
術
社
）
、
『
地
獄
草
紙
・
餓
鬼
草
紙
・

病
草
紙
』
（
角
川
書
店
「
新
修
日
本
絵

巻
物
全
集
」
第
七
巻
）
、
『
餓
鬼
草
紙
・

地
獄
草
紙
・
病
草
紙
・
九
相
詩
絵
巻
』

（
中
央
公
論
社
「
日
本
の
絵
巻
」
７
）

な
ど
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
『
集
古
十

種
』
も
刊
本
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

玉
島
発
　
地
域
情
報
！

　
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

岡
山
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
発
信
す
る
際
、
図
書
館
と
県
民
で

作
る
「
デ
ジ
タ
ル
岡
山
大
百
科
」
と
い

う
コ
ン
テ
ン
ツ
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
例
は
、
ま
さ
に
そ
れ

に
当
た
る
も
の
で
、
現
在
、
当
館
と
の

リ
ン
ク
を
張
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
地

域
情
報
を
発
信
し
て
い
る
ペ
ー
ジ
で
す

が
、
そ
の

中
に
玉
島

の
歴
史
を

ま
と
め
た

コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま

す
。
こ
の

よ
う
に

「
地
域
の

こ
と
を
地

域
の
人
が
発
信
」
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
岡
山
県
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
ま
す

ま
す
充
実
し
て
い
く
だ
ろ
う
と
期
待
で

き
ま
す
。

　
今
後
、
玉
島
に
続
く
地
域
か
ら
の
情

報
発
信
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
地
域
か

ら
、
学
校
か
ら
、
個
人
か
ら
…
　
た
く

さ
ん
の
「
情
報
」
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

河本立軒画像
岡山市立中央図書館蔵
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新
着
郷
土
資
料
紹
介

の
参
考
図
書�

101

九
八
　
三
一
八
頁

◇
　
古
備
前
　
吉
村
佳
峰
著
　
備
前
館

刊
　
一
九
九
八
　
一
五
二
頁

◇
　
わ
が
ま
ち
の
文
化
遺
産
　
備
前
市

文
化
協
会
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
　
備

前
市
文
化
協
会
刊
　
一
九
九
八
　
一
二

六
頁

◇
　
備
前
岡
山
藩
の
弓
術
　
吉
田
家
御

奉
公
之
品
書
上
よ
り
　
守
田
勝
彦
編
著

　
吉
備
人
出
版
刊
　
一
九
九
八
　
二
七

〇
頁

◇
　
お
店
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
（
い
こ
い

こ
）
　
岡
山
版
　
遊
食
大
図
鑑
シ
リ
ー

ズ

’九
九
　
Ｋ
Ｇ
情
報
刊
　
一
九
九
八

　
一
四
四
頁

◇
　
四
季
食
彩
’
九
八
秋
号
　
特
集
　

備
前
焼
の
魅
力
を
、
も
っ
と
知
り
た
い

　
講
談
社
編
　
講
談
社
刊
　
一
九
九
八

　
一
五
四
頁

◇
　
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ガ
イ
ド
　
一
九
九
八

Vol
１
岡
山
版
　
ザ
メ
デ
ィ
ア
ジ
ョ
ン
刊

　
一
九
九
八
　
二
八
三
頁

◇
　
文
芸
く
ら
し
き
　
第
一
号
　
倉
敷

市
民
文
学
賞
・
作
品
集
　
倉
敷
市
文
化

振
興
財
団
刊
　
一
九
九
八
　
二
三
四
頁

◇
備
前
市
の
文
学
　
第
八
回
　
平
成
一

〇
年
度
備
前
市
文
学
選
奨
作
品
集
　
備

前
市
文
芸
連
盟
編
　
備
前
市
文
化
協
会

刊
　
一
九
九
八
　
六
九
頁

◆
　
聖
書
人
名
事
典（
ピ
ー
タ
ー
・
カ
ル

ヴ
ォ
コ
レ
ッ
シ
著    

教
文
館  

一
九
九
八
）

　
聖
書
に
登
場

す
る
人
物
の
中

に
は
歴
史
上
誰

よ
り
も
有
名
な

者
も
い
れ
ば
、
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
い
者
も
い
る
。
ま
た
、
彼

ら
が
織
り
な
す
様
々
な
物
語
は
、
絵
画

や
音
楽
な
ど
芸
術
作
品
の
題
材
と
し
て

も
数
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
本
書
に
は
四
百
五
十
名
を
超
え
る
そ

れ
ら
の
人
物
に
つ
い
て
、
解
説
及
び
著

者
に
よ
る
評
価
が
、
関
連
の
あ
る
図
版

と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
登
場
人

物
の
魅
力
を
通
し
て
、
聖
書
の
世
界
に

触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
一
冊
で
あ
る
。

◆
　
年
表
・
男
と
女
の
日
本
史
（
「
女
と

男
の
時
空
」
編
纂
委
員
会
編
　
藤
原
書

店
　
一
九
九
八
）

　
本
書
は
、
四
段
組
の
年
表
部
分
と
三

段
組
の
コ
ラ
ム
部
分
と
い
う
二
大
構
成

で
成
り
立
っ
て
い
る
。
パ
タ
ー
ン
と
し

て
は
だ
い
た
い
年
表
十
ペ
ー
ジ
に
つ
き

コ
ラ
ム
二
ペ
ー
ジ
の
繰
り
返
し
で
あ

る
。
内
容
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
年

表
部
分
は
年
号
、
一
般
事
項
、
女
と
男

◇
　
関
西
の
孔
子
西
山
拙
斎
　
朝
森
要

著
　
山
陽
新
聞
社
刊
　
一
九
九
八
　
一

九
九
頁

◇
　
岡
山
市
街
く
ら
し
の
べ
ん
り
地
図

　
日
本
文
教
出
版
編
　
日
本
文
教
出
版

刊
　
一
九
九
八
　
一
冊

◇
　
倉
敷
チ
ボ
リ
公
園

’九
九
　
マ
ッ

プ
ル
マ
ガ
ジ
ン
　
昭
文
社
刊
　
一
九
九

八
　
一
四
三
頁

◇
　
宿
場
町
矢
掛
　
山
陽
新
聞
サ
ン

ブ
ッ
ク
ス
　
毛
利
寿
行
・
Ｙ
Ｍ
フ
ォ
ト

ラ
ク
ブ
写
真
　
山
陽
新
聞
社
刊
　
一
九

九
八
　
九
五
頁

◇
　
岡
山
の
定
通
教
育
　
そ
の
五
〇
年

の
あ
ゆ
み
　
岡
山
県
高
等
学
校
定
時
制

通
信
制
教
育
振
興
会
編
　
岡
山
県
高
等

学
校
定
時
制
通
信
制
教
育
振
興
会
刊
　

一
九
九
八
　
一
六
八
頁

◇
　
吉
井
川
も
の
が
た
り
　
吉
井
川

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
編
　
吉
井
川

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
刊
　
一
九
九
八

　
四
八
頁

◇
　
正
義
が
正
義
と
認
め
ら
れ
る
ま
で

　
倉
敷
公
害
裁
判
を
闘
っ
た
人
び
と
の

記
録
　
正
義
が
正
義
と
認
め
ら
れ
る
ま

で
刊
行
委
員
会
編
　
正
義
が
正
義
と
認

め
ら
れ
る
ま
で
刊
行
委
員
会
刊
　
一
九

の
関
係
史
関
連
事
項
、
キ
ー
ワ
ー
ド
・

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
に
分
か
れ
て
お
り
、

コ
ラ
ム
部
分
は
年
表
部
分
で
表
現
し
き

れ
な
か
っ
た
事
象
や
事
項
の
背
景
に
つ

い
て
の
解
説
及
び
関
連
の
あ
る
図
版
な

ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
「
読
む
年
表
」

を
目
指
し
て
作
ら
れ
て
い
る
だ
け
あ
っ

て
、
コ
ラ
ム
部
分
に
は
興
味
深
い
事
項

が
数
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
巻

末
に
は
索
引
の
ほ
か
に
附
録
も
あ
り
、

検
索
の
便
も
図
ら
れ
て
い
る
。

◆
　
秘
密
結
社
の
事
典
（
有
澤
玲
著
　

柏
書
房
　
一
九
九
八
）

　
独
自
の
教
義
や
秘
密
儀
礼
を
持
ち
、

陰
に
陽
に
歴
史
上
の
変
革
時
に
関
わ
っ

て
き
た
秘
密
結
社
に
つ
い
て
、
そ
の
設

立
の
背
景
、
別
名
、
教
義
や
制
度
、
さ

ら
に
用
語
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て

あ
る
の
が
本
書
で
あ
る
。
例
え
ば
、
書

名
に
も
な
っ
て

い
る
秘
密
結
社

の
項
目
を
見
て

み
る
と
、
秘
密

結
社
の
特
徴
と
し
て
①
誰
で
も
参
加
で

き
る
わ
け
で
は
な
く
、
資
格
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
者
だ
け
が
受
け
入
れ
ら
れ

る
②
会
員
の
徴
募
活
動
は
秘
密
裏
に
行

わ
れ
る
…
等
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
暗

殺
教
団
か
ら
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
ま
で
、

そ
の
実
態
が
わ
か
る
一
冊
で
あ
る
。
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友
の
会
だ
よ
り

友
の
会
作
品
展
開
催
！

　
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
友
の
会
会
員
に

よ
る
作
品
展
を
、
今
年
も
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

　
絵
画
・
写
真
・
書
作
品
・
俳
句
・

詩
・
短
歌
等
、
特
に
ジ
ャ
ン
ル
は
問
わ

ず
、
会
員
の
皆
様
方
が
制
作
さ
れ
た
作

品
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
多
数
の
方
の

御
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
作
品
展
に
も
お
友
達
を
お
誘

い
の
う
え
、
ぜ
ひ
御
来
場
、
御
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

一
、
会
期
　
平
成
十
一
年
二
月
二
十
三

日（
火
）〜
二
月
二
十
八
日（
日
）

　
　
　
九
時
〜
十
七
時

（
最
終
日
は
十
六
時
ま
で
）

二
、
会
場
　
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
　
一
階
準
備
室
（
第
一
展

示
室
前
）

三
、
内
容
　
絵
画
・
写
真
・
書
作
品
・

そ
の
他（
俳
句
・
詩
・
短
歌
等
）

　
　
　
会
員
の
方
々
の
作
品
の
展
示

四
、
作
品
の
搬
入
日
時
・
場
所

　
　
　
平
成
十
一
年
二
月
十
二
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
二
月
十
九
日（
金
）

　
　
　
九
時
〜
十
七
時

　
　
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
総
務
課
（
三
階
）

五
、
出
品
料
・
入
場
料
　
無
料

え
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
岡
山
大
学
図

書
館
で
は
、
一
九
九
八
年
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
を
導
入
し
、
十
月
よ
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
図
書
館
活
動
が
始
ま
っ

た
。
一
回
三
時
間
、
週
一
回
を
最
少
の

単
位
と
す
る
と
い
う
募
集
に
対
し
て
二

十
三
人
の
応
募
が
あ
っ
た
。
男
性
六

人
、
女
性
十
七
人
で
、
六
十
七
歳
か
ら

二
十
四
歳
ま
で
の
、
元
郵
便
局
長
・
教

員
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
民
間
会
社
員
や
、
主
婦

な
ど
多
様
で
あ
る
。
総
合
案
内
、
資
料

整
理
、
身
障
者
援
助
な
ど
の
内
、
希
望

に
も
と
づ
い
て
受
け
持
ち
を
定
め
て
、

仕
事
を
担
当
し
、
図
書
館
の
整
備
、
機

能
の
充
実
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
い

る
。
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
、
図
書
館

に
と
っ
て
は
、
手
薄
な
図
書
館
職
員
の

仕
事
の
カ
バ
ー
と
な
る
が
、
そ
の
仕
事

振
り
は
図
書
館
職
員
に
対
す
る
よ
い
刺

激
と
な
り
、
図
書
館
に
対
す
る
大
き
な

貢
献
と
な
る
。
一
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
と
っ
て
は
、
こ
の
図
書
館
活
動
を
通

じ
た
社
会
的
な
貢
献
と
な
る
と
と
も

に
、
自
身
の
生
涯
学
習
に
つ
な
が
る
も

の
と
な
り
得
る
。
つ
ま
り
大
学
図
書
館

は
、
大
き
な
援
助
を
受
け
る
と
と
も
に

生
涯
学
習
の
場
を
提
供
し
て
い
る
と
い

う
側
面
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

　
地
域
社
会
・
生
涯
学
習
時
代
へ
の
対

応
は
、
大
学
図
書
館
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
そ
の
場
合
、
附
属
図
書
館
は
、

第
一
義
的
に
は
大
学
の
固

有
の
任
務
で
あ
る
教
育
研

究
の
遂
行
の
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
市
民
か
ら
の
図

書
資
料
の
公
共
図
書
館
並

の
利
用
拡
大
と
い
う
要
望

に
対
し
て
は
直
ち
に
は
応
え
難
い
。
そ

の
よ
う
な
な
か
で
、
利
用
上
の
便
宜
が

付
帯
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
地

域
の
人
々
の
主
体
性
に
よ
る
図
書
館
開

放
と
い
う
注
目
す
べ
き
こ
と
が
ら
で
も

あ
る
。
大
学
図
書
館
は
地
域
社
会
・
生

涯
学
習
社
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ

て
、
強
く
深
く
結
び
つ
く
と
い
え
る
の

で
あ
る
。（

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
長
）

「
岡
山
大
学
図
書
館
の

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

神
　
立
　
春
　
樹

　
岡
山
市
街
の
北
の
端
、
岡
山
大
学
津

島
キ
ャ
ン
バ
ス
に
半
田
山
を
背
景
と
し

そ
び

て
時
計
塔
が
聳
え
る
附
属
図
書
館
中
央

館
が
あ
る
。
岡
山
大
学
所
蔵
図
書
一
七

五
万
冊
の
内
の
一
三
二
万
五
千
冊
が
こ

の
中
央
館
に
あ
る
。
岡
山
大
学
図
書
館

は
全
国
で
も
有
数
の
大
学

図
書
館
で
あ
り
、
岡
山
県

下
で
は
最
大
の
図
書
館
で

あ
い

あ
る
。
狭
隘
で
、
か
つ
老

朽
化
し
て
い
た
中
央
館

は
、
一
九
九
七
年
四
月
の

新
館
開
館
、
既
設
本
館
の
改
装
に
よ
っ

て
、
閲
覧
環
境
は
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ

た
。
施
設
面
積
は
二
倍
以
上
と
な
り
、

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
、

各
所
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
の
設
置

で
電
子
図
書
館
機
能
も
充
実
し
、
入
館

者
は
一
九
九
七
年
度
は
約
四
十
万
人
、

従
来
の
一
・
八
倍
に
達
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
を
担
う
図
書
館
職
員
は
少
な

く
、
増
員
は
な
い
。
そ
れ
の
み
で
な

く
、
行
政
改
革
に
よ
る
定
員
の
削
減
さ
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※　ギャラリーの開場時間は通常９時から17時です�

期　　　日
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�

３／９～３／14

�



３／16～３／21

�

�

３／23～３／28

時　　間

13：00～16：00

13：00～16：30

13：00～16：30

15：00～17：00

９：30～16：30

13：00～16：00

14：00～16：30

13：00～20：30

12：00～16：00

催　　　　　　　物

岡山大学教育学部美術・工芸教室 

卒 業 制 作 展 

岡山大学教育学部美術・工芸教室 

特　　　　　美　　　　　展 

第 31 回 岡 山 市 婦 人 美 術 展 

七 人 展 

第 30 回 備 前 陶 心 会 展

岡山県立大学デザイン学部 

卒 業 制 作 展 

第 ３ 回 工 友 美 術 展 

第 16 回 木 曜 会 写 真 展

第 32 回 聖 雲 書 道 会 展

有 鄰 書 道 会 展 

入　場　料�

無　　　料�

�

無　　　料�

無　　　料�

無　　　料�

無　　　料�

無　　　料�

無　　　料�

無　　　料�

無　　　料�

無　　　料�

主　　　催　　　者�

岡 山 大 学 教 育 学 部 �

美 術 ・ 工 芸 教 室 �

岡 山 大 学 教 育 学 部 �

美 術 ・ 工 芸 教 室 �

岡 山 市 教 育 委 員 会 �

七 人 展 �

備 前 陶 心 会 �

岡山県立大学デザイン学部�

工 友 美 術 会 �

木 曜 会 写 真 ク ラ ブ �

聖 雲 書 道 会 �

有 鄰 書 道 会 �

展 示 室 �

第１展示室�

�

第２展示室�

第１展示室�

第１展示室�

第２展示室�

第１展示室�

第２展示室�

第２展示室�

第１展示室�

第２展示室�

日(曜)

３／６g�

３／７a�

３／13g�

３／14a�

３／16c�

　～18e�

３／20g�

３／21a�

３／27g�

３／28a

催　　　　　　　物

音 楽 演 奏 会 �

バ ン ド 演 奏 会 �

音 楽 演 奏 会 �

演 劇 発 表 会 �

岡山県立大学デザイン学部卒業制作展�

（ ビ ジ ュ ア ル 部 門 ） �

音楽（文化センターライブ）�

ピアノ・エレクトーン発表会�

映画「見えない学校」上映及び講演会�

ピ ア ノ お さ ら い 会 �

入　場　料

500円

400円

無　料

無　料

無　料

無　料

無　料

1,300円

無　料

主　　催　　者

就 実 音 楽 愛 好 会 �

ノートルダム清心女子大学　軽音楽部パピルス�

音 楽 愛 好 会 �

就 実 高 校 演 劇 部 �

岡山県立大学デザイン学部�

Ｇ ・ Ｍ ・ Ｈ �

宮 田 三 雅 �

「見えない学校」を上映する会�

白 ゆ り 会 �

　平成11年�
３ 月 の 催 物 案 内�

岡山県総合文化センター　�

※　会員…文化センター友の会及び文化振興会会員�

▼ホール（固定席282席）�

◇催物案内と文化センターニュースはホームページでもご覧になれます。�

▼ギャラリー�

編集・発行   岡山県総合文化センター   岡山市天神町８－54   電話086－224－1286  Fax 086－224－1208     　
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回

300


301


302


303


304

演劇団体名及び上演期日
劇 団 　 ひ び き 
Ｈ11．４．17～ ４．18

岡山県高等学校演劇協議会 
Ｈ11．６．11～６．13

岡 山 大 学 演 劇 部 
Ｈ11．７．３～７．４

演　劇　工　舎　「ゆ　め」 
Ｈ11．９．18～ ９．19

岡山県高等学校演劇協議会 
Ｈ11．10．１～10．３

回

305


306


307


308


309

演劇団体名及び上演期日
びっくり座ﾕﾆｰｸｼｱﾀｰ＆岡山ろう者劇団「夢二」

Ｈ11．10．16～10．17
CARAT  プロジェクトカンパニー
Ｈ11．11．６～11．７

ノートルダム清心女子大学日本語演劇部 
Ｈ11．12．11～12．12

古市福子プロデュースグループ 
Ｈ12．１．22～１．23

劇団クレッシェンドシアター 
Ｈ12．２．12～２．13

平成11年度文化センター土曜劇場出演団体及び出演期日一覧�


